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令和２年第３回川本町議会臨時会会議録 

            （第１日目）令和２年８月２０日  午後１時３０分開議 

  

議 長 

 

  

 

 

 

  々 

 

 

 

  々 

 

 

 

    々 

 

 

 

 

 

    々 

 

    々 

 

 

 

 

 

 

 

 

    々 

 定刻となりましたので、ただいまより本会議を開きます。 

 本日、第３回臨時会が招集されましたところ、ご出席をいただき、ありが

とうございます。 

  ただいまの出席議員数は、９名であります。 定足数に達しておりますの

で、会議は成立致しました。 

 

 これより、令和２年第３回川本町議会臨時会を開会致します。 

 それではただちに、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布しているとおりです。 

 

  日程第１、「会議録署名議員の指名」を行ないます。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により議長におきまして、

５番木村議員、６番石川議員を指名致します。 

 

  日程第２、「会期の決定」の件を議題と致します。 

  本臨時会の会期は、本日１日限りにしたいと思いますが、これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 

 よって、本臨時会の会期は、本日１日間とすることに決定を致しました。 

 

 お諮り致します。 

 本会議における会議録の作成において、発言中の単純な言い間違いなどの

訂正については、会議規則第６３条の規定により、発言の趣旨を変更しなけ

れば訂正できることになっています。 

 これに該当する訂正については、議長において訂正することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 

 よって、そのように「決定」致しました。  
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議 長 

 

番外 

野坂町長 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

  々 

 

 

 日程第３、「町長あいさつ」を行います。番外野坂町長。 

 

 本日、令和２年第３回川本町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員

の皆さまには万障お繰り合わせの上、ご出席を賜り、誠にありがとうござい

ます。 

 はじめに、この度の豪雨災害により被災された皆さまに、心よりお見舞い

を申し上げます。 

 被災直後には、丸山県知事、青木国土交通副大臣をはじめとします県選出

の国会議員、県議会議員の皆さまに、この地にお入りいただいたところです。 

 このたびは、災害救助法の適用にはなりませんでしたが、平成３０年７月

豪雨から、僅か２年後の被災であることを鑑み、速やかに手厚い支援を決定

いただいた県の措置を踏まえ、町単独の措置も講ずることにより、その時と

同等、もしくは一部それを上回る支援制度を設けました。 

 こうした制度等を通じまして、被災された方々の一刻も早い生活再建を支

援してまいります。 

 今月上旬には、流域の市長・町長と共に県へ、さらには、丸山知事のリー

ドのもと、国土交通省中国地方整備局にも出向きまして、早期の治水対策の

実施を要望してまいりました。 

 加えて、国による江の川流域全体での治水の姿を示そうとする協議会に

も、出向いてまいりました。今後も様々な機会を通じまして、早期に治水対

策を実施いただくよう国や県への働き掛けを強めてまいります。 

 また、終息する気配が見えない新型コロナウイルス感染症の予防と、社会

経済活動の維持の両立に向けましては、国による追加配分が予定されており

ます、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を財源として、現

在検討しております更なる対策に必要な予算を、９月定例会に提案予定とい

たしております。 

 本日、ご提案申し上げますのは、災害対応の補正予算にかかる専決処分の

承認をお願いする案件の３件でございます。 

 議員の皆さまには、慎重なご審議をいただき、適切な議決を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

  

 以上で、「町長あいさつ」を終ります。 

 

  お諮り致します。 

 この際、日程第４、「議案第４６号、専決処分の承認を求めることについ

て《令和２年度川本町一般会計補正予算（第４号）》」から、日程第６、「議
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議 長 

 

 

 

 

 

  々 

 

  々 

 

 

 

  々 

 

 

番外左田野

総務財政課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案第４８号、専決処分の承認を求めることについて《令和２年度川本町簡易

水道事業特別会計補正予算（第２号）》」までを一括議題としたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 

 よって、そのように「決定」致しました。 

 

 執行部から、議案の提案理由の説明を求めますが、今議会におきましては、

提案説明者並びに事務局長からの議案書の朗読は省略いたします。 

 それでは、執行部から議案ごとに順次、提案理由の説明を求めます。 

 

 それでは、日程第４、「議案第４６号」から、日程第５、「議案第４７号」

について説明を求めます。番外左田野総務財政課長。 

 

 議案第４６号、専決処分の承認を求めることについて、説明致します。 

 この議案は、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をし

ましたので、同条第３項の規定により承認を求めるものでございます。 

 専決処分の事項は、令和２年度川本町一般会計補正予算（第４号）で、専

決処分年月日は、令和２年７月１５日でございます。 

 次のページをご覧下さい。 

 今回の補正予算は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４０，００

０千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４，６０５，７５５千円と

するもので、令和２年７月豪雨災害の発生により早急な対応が必要になると

見込まれた経費について、補正予算を編成したものでございます。 

 ９ページの資料をご覧下さい。補正予算の主なものについて、説明させて

いただきます。 

 まず歳出をご覧下さい。総務費では、避難所受入業務委託費や災害ごみ運

搬に要する２トンダンプトラックリース料など、こういう項目として２，０

００千円を計上しております。衛生費では、災害ごみの処理費用として、合

計１８，０００千円を計上しております。土木費では、道路等の土砂撤去費

１７，０００千円を。そして被災者の公営住宅入居に要する経費として２，

８５０千円。被災者民間賃貸住宅家賃補助を１５０千円を計上しておりま

す。 

 歳入としましては、これらの費用に充てるため、繰入金として財政調整基

金繰入金４０，０００千円の繰入を計上しております。 
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番外左田野

総務財政課

長 

 

  々 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０ページをご覧下さい。基金状況を載せております。今回の補正予算の

財政調整基金を４０，０００千円取り崩す事としておりますので、基金全体

の年度末見込額は２，０６８，４４８千円と見込んでおります。 

 以上でございます。ご承認のほどよろしくお願い致します。 

 

 続きまして、議案第４７号、専決処分の承認を求めることについて、ご説

明致します。 

 この議案は、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をし

ましたので、同条第３項の規定により承認を求めるものでございます。 

 専決処分の事項は、令和２年度川本町一般会計補正予算（第５号）で、専

決処分年月日は、令和２年８月４日でございます。 

 次のページをご覧下さい。 

 今回の補正予算は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１２８，４

１５千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４，７３４，１７０千円

とするものです。令和２年７月豪雨災害にかかる被災者の生活再建や、災害

復旧など緊急を要する経費について、補正予算を編成したものでございま

す。 

 １３ページの資料をご覧下さい。補正予算の主なものについて、説明させ

ていただきます。 

 まず歳出をご覧下さい。総務費では、被災者生活再建支援制度補助金とし

て既存制度分２５，０００千円、県拡充分５，０００千円、町単独拡充分３，

７５０千円を計上しております。民生費では、医療費の助成などとして２，

９８０千円を計上しております。衛生費では、災害等廃棄物処理事業費とし

て、被災家屋解体にかかる経費７，６８５千円を計上しております。農林水

産業費では、林地崩壊防止対策事業費６，０００千円を計上しております。

商工費では、事業者継続緊急支援事業補助金１２，０００千円を計上してお

ります。土木費につきましては、４号補正で道路等の土砂撤去費１７，００

０千円を計上しておりましたが、災害復旧事業として実施する事としたた

め、全額を組み替えで減額しております。災害復旧事業費では、土木費から

組み替えました１７，０００千円を含む単独災害復旧事業４７，７００千円。

公共土木施設災害復旧事業費２０，３００千円。農地災害復旧事業費９，５

００千円。農業用施設災害復旧事業費５，５００千円を計上しております。 

 歳入をご覧下さい。分担金及び負担金は林地崩壊防止対策事業などにかか

る地元負担金１，６５０千円を計上し、国庫支出金は現年公共土木施設災害

復旧事業補助金１３，５４０千円を計上しております。県支出金は、被災者

生活再建支援制度補助金１７，５００千円。事業者継続緊急支援事業補助金
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番外左田野

総務財政課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

番外伊藤地

域整備課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６，０００千円。現年農地災害復旧事業補助金４，７５０千円等を計上して

おります。諸収入は、市町村振興協会からの被災者生活再建支援制度補助金

１０，０００千円を計上しております。町債は、一般単独災害復旧事業費４

７，７００千円を。現年公共土木施設災害復旧事業債６，７００千円等、災

害復旧事業債を計上しております。そして繰入金は、財源不足分の財政調整

基金繰入金６，１００千円を計上しております。 

 １４ページをご覧下さい。地方債の補正につきましては、自然災害防止事 

業２，１００千円。災害復旧事業６０，２００千円を計上し、起債限度額が

６５６，６９７千円となっております。 

 基金につきましては、財政調整基金を６，１００千円取り崩す事としてお

りますので、基金全体の年度末見込額は２，０６２，３４８千円と見込んで

おります。 

 以上でございます。ご承認のほどよろしくお願い致します。 

 

 次に、日程第６、「議案第４８号」について説明を求めます。番外伊藤地

域整備課長。 

 

 議案第４８号、専決処分の承認を求めることについて、ご説明致します。 

この議案は、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をしま

したので、同条第３項の規定により議会の承認を求めるものでございます。 

専決処分の事項は、令和２年度川本町簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号）。専決処分年月日は、令和２年８月４日でございます。 

 次のページをお開き下さい。 

 今回の歳入歳出の補正と致しまして、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出そ

れぞれ７０，０００千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

２３７，２９５千円とするものでございます。今回の補正は、令和２年７月

豪雨による川本・因原浄水場の災害復旧を行うため、補正を行うものでござ

います。 

 予算説明資料の８ページをお開き下さい。 

 まず、歳出でございます。委託料につきましては、川本・因原浄水場災害

査定設計書作成費として１，０００千円。工事請負費につきましては、川本

浄水場の送水ポンプモーター及び紫外線処理装置の応急工事費として２，０

００千円。川本浄水場の送水ポンプモーター紫外線処理装置、滅菌装置、電

気設備に５７，０００千円。因原浄水場の送水流量計、取水の推計等の電気

設備に１０，０００千円、計６９，０００千円。歳出合計７０，０００千円

を計上しております。 
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番外伊藤地

域整備課長 

 

 

 

 

議 長 

 

    々 

 

 

  々 

 

 

６番 

石川議員 

 

議 長 

 

番外左田野

総務財政課

長 

 

 

 

議 長 

 

７番 

植田議員 

 

議 長 

 

番外左田野

総務財政課

長 

 

 続きまして、歳入でございます。国庫支出金につきましては、災害復旧事

業補助金として４６，０００千円。繰入金について、水道事業繰入金として

１，０００千円。町債について、公営企業災害復旧事業債として２３，００

０千円。歳入合計７０，０００千円を計上してございます。 

 なお、災害査定につきましては、本年１０月頃に行われる予定となってお

ります。 

 以上、ご承認のほどよろしくお願い致します。 

 

 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 

 それでは、「議案第４６号、専決処分の承認を求めることについて《令和

２年度川本町一般会計補正予算（第４号）》」について。 

 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

 ６番石川議員。 

 

 ９ページのところの総務費ですけれども、避難所受入業務委託費とありま

すけれども、この実績についてお知らせをいただきたいと思います。 

 

 番外左田野総務財政課長。 

 

 たいへん申し訳ありません。まだ実績は完全には抑えておりませんが、こ

れは災害が起こった時点の時に、直ぐ取りあえずおおよその見込みとしてた

てた予算でございまして、実際には８月の２日まででしたか、数人の方に数

家族の方が滞在されましたので、それを精算して近いうちに支払うようにす

る予定でございます。 

 

 他にありますか。よろしいですか。７番植田議員。 

 

 これは簡単に言えば仮予算みたいなものでしょうから、精算したものが、

またこれが９月あたりで、補正で戻し入れとか出てきますよね。 

 

 番外左田野総務財政課長。 

 

 今回の４号、５号に共通した点でございますが、４号につきましては、災

害時すぐに、５号につきましても、８月の初旬のところで取りまとめており
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議 長 

 

 

 

  々 

 

 

 

  々 

   

 

  々 

 

 

    々 

 

  々 

 

 

    々 

 

７番 

植田議員 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

番外湯浅産

業振興課長 

ます。それですので査定、または正確な見積もり等をしましたら、上回るこ

ともありましょうし、不要になったものについては減額するような形を今後

とっていきたいと思います。 

 

 他にありますか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

 はい。質疑なしと認めます。質疑を終結致します。 

 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

 討論なしと認めます。討論を終結致します。 

 

 これより採決に入ります。 

 この採決は挙手により行います。 

 

「議案第４６号」に賛成の皆さんの挙手を求めます。 

 挙手「全員」であります。 

 

 よって、「議案第４６号」は、原案のとおり「承認」されました。 

 

 次に、「議案第４７号、専決処分の承認を求めることについて《令和２年

度川本町一般会計補正予算（第５号）》」について。 

 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。７番植田議員。 

 

 これまで６の農林水産業費の、ごめんなさい、違った。商工費、事業者継

続緊急支援事業補助金というのは、今回、新規で出来たものだと思います。

なかなか今まで一般の民家に対してはあったわけなんですが、事業者に対し

ては今までこういう補助金が無かった。それは私も被災経験がありますの

で、たいへん有り難い事だと思いますが、これは今回何社が対象であるのか

と、それから今後、このたび単発事業ではなく、今後こういうケースが続い

た場合、当然、町として県として、県がなくても町として続けていく。そう

いうものでしょうか。 

 

 番外産業振興課長。 
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番外湯浅産

業振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

７番 

植田議員 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

番外湯浅産

業振興課長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

７番 

植田議員 

 この度の事業者継続緊急支援事業費補助金でございますが、これは７月２

８日に県が専決補正したものでございます。その中には農林業それから商工

業の予算も含まれておりますが、その内の１つの事業でございまして、県の

事業を制度適用して、県が３分の１、町が３分の１、事業者が３分の１負担

するものでございます。平成３０年度の水害の際にも同様の事業がございま

したが、事業名は別物でございましたが同様のものもございました。災害が

今後起こればそういったような事業が県の方で実施されるものと思ってお

ります。それから対象の事業所でございますが、９社の方が被災をされまし

て、個別に聞き取りをしております。保険で対応される方ですとか、いろい

ろパターンがございますが、予算上では４社ぐらいの方が、この事業を使わ

れるのではないかという事でございますが、今現在、確実に何社が使われる

という事は未だ計画の段階でございます。 

 

 ７番植田議員。 

 

 まず今、保険という話が出ましたが、普通災害に遭えば保険に入っていて

保険金が出てきて、それでやっていくのが先ず普通だと思います。足らない

とか入っていないとかという人にとっては、すごく有り難いものだと思いま

す。保険が入った上に、これがこういう補助が出来るという事になれば、も

とよりも良いという事があっては拙いですし、それからもう一回言いますけ

れども、今後こういう事を前例としてあった以上、例えば県の補助が無くな

ったとしても町としてやっていく事が出来るのかどうか。前例になっちゃう

んですよ。その事はどうですか。 

 

 番外湯浅産業振興課長。 

 

 保険金の事についてですが、事業の算定基準、詳細な要綱が未だ町の方に

示されておりませんので分かりませんが、保険を除いた事業費になるという

事だろうと思っております。それから今後の想定でございますが、県の事業

を活用するという事が前提で、もし県の方が支援が出来ないという事であれ

ば、当然、適切に判断して予算措置をすべきものだろうというふうに考えて

おります。 

（「町長は」の声） 

 

 ７番。再質問されてから。はい、７番植田議員。    
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７番 

植田議員 

 

 

議 長 

 

番外 

野坂町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

７番 

植田議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今、課長が、もし県が無くなったとしても、町として考えていくべきもの

だという答弁をされました。やったら前例になるんですよ。あの時は県の補

助があったからやったんだ。この度は県の補助が無いから止めたんだという

事になったら、それはいかんと思うんですよ。そういう事がきちんと整理さ

れておりますか。 

 

 番外野坂町長。 

 

 この度の７月２８日付けの県の専決が発表されて、これは直後に視察いた

だいた丸山知事のご英断で、こういった支援を設けていただきました。町と

致しましても、先ほど課長が説明しましたとおり、この制度を受けて町も専

決をして、事業者の再建を支援するという考えでございます。それで、お尋

ねは、これが今後のことのお尋ねであります。この度は、やはり知事として

も２年と経たないうちに、たった２年で、わずか２年で再びの被災という事

を非常に重く受け止めていただいての、ご依頼をいただいての支援という事

で、これは町からもその事を実情をお伝えして受け止めていただいたものと

いうふうに思っております。これは議員ご指摘がありますように、やはり今、

課長の方から事業再建支援の姿勢の方を申し上げましたけれども、そのよう

に支援を今後も投入するかという事につきましては、やはりその時の実情を

しっかりと勘案いたしまして、その時のこれは全体の被害状況なり、或いは

トータルの財政運営の事も勘案して、その時点で判断すべきものというふう

に私は考えております。ただ生活支援に代えて事業者の再建がこの町の復旧

・復興に向けて重要な事でありますので、この度はそういう県の英断を町と

してしっかりそれに町としてもついて、事業者の方を支援していくという事

で、再建を支援して参りたいと考えております。 

 

 よろしいですか。はい、７番植田議員、発言されますか。 

 

 今の答弁の中には、この度は分かるんですよ。ただ今後、こういう事が、

ケースが出てくると思うんですよ、この時代。そうなればまた町として、今

回は県からの３分の１がついているけれども、仮に無かったとしても、町と

して３分の１を出してでもっていう前例になっちゃうんですよ。これが。そ

れを次も遭った時には、町単独でも３分の１でもやるんだという腹があるか

ないかという事を私は聞いているんです。その答弁が無いんですよ。 

（「さっき答弁の中に入っていたと思いますが」議長の声）明確なものがな

かった。（「もう一度、答弁聞かれますか」議長の声）その時、その時に考
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議 長 

 

番外 

野坂町長 

 

 

議 長 

 

 

 

３番 

圓山議員 

 

 

議 長 

 

番外伊藤地

域整備課長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

３番 

圓山議員 

 

 

議 長 

 

番外伊藤地

域整備課長 

 

 

議 長 

えるという、それではなくて、今回、有るものが次は無くなるという事が無

いんでしょうねと言う事を私は聞いているんです。 

 もう一度、答弁されますか。番外野坂町長。 

 

 先ほど申し上げました事と繰り返しになりますが、これは災害時の対応と

いうのは、その時々の災害の実情がございますので、その時点での判断とい

う事になろうかというふうに私は考えております。 

 

 よろしいですか。 

（「はい」の声あり）。 

 はい。他にありますか。３番圓山議員。 

 

 お聞きしますけれども、林地崩壊防止対策事業費で
か つ こ  ま の は ら

（馬野原）とあるんで

すけれども、実際には林地崩壊して、そんなところはいっぱいあるんですけ

れども、どんな現状だったのかをお聞きしたいんですけれども、馬野原。 

 

 番外地域整備課長。 

 

 本事業は地域整備課が所管しておりますので、お答えさせていただきま

す。林地崩壊防止事業と言いますのは、家の裏山の崩壊によって家屋に被害

があった時にできる事業でございまして、これにつきましては県の県単です

ので、県の補助事業を活用して行うというような事業でございます。家の裏

の崩壊を防止する事を今度、工事の方でやっていきたいというふうに考えて

おります。 

 

 ３番圓山議員。 

 

 という事は、馬野原に限ってなんですけれども、もう候補というか、そう

いう危ない所があっても県が調査して、そこを指摘されているっていう事で

すか。 

 

 番外地域整備課長。 

 

 この度の７月豪雨でですね、家の裏が崩壊しましたので、その時に所管の

県と町と併せて現地の方を確認して事業の採択に向けて今、行っているとい

うふうな状況でございます。 
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議 長 

 

     

    

 

 

  々 

 

 

 

  々 

 

 

  々 

 

 

  々 

 

  々 

 

 

    々 

 

５番 

木村議員 

 

 

 

 

議 長 

 

番外伊藤地

域整備課長 

 

 

 

 

 よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

 他にありますか。 

 よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

 質疑なしと認めます。質疑を終結致します。 

 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

 討論なしと認めます。討論を終結致します。 

 

 これより採決に入ります。 

 この採決は挙手により行います。 

 

「議案第４７号」に賛成の皆さんの挙手を求めます。 

 挙手「全員」であります。 

 

 よって、「議案第４７号」は、原案のとおり「承認」されました。 

 

 次に、「議案第４８号、専決処分の承認を求めることについて《令和２年

度川本町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）》」について。 

 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。５番木村議員。 

 

 この度の水害で水源地の話なんですけど、これまで何遍も論議してきたん

ですけど、結論から申し上げますと予算の必要だと思うんですけど、再発防

止についてどのように同じように今期また台風等がきて、まかり間違えば今

年も似たような水位になる可能性があるんですけど、その再発防止について

の考え方をお尋ねします。 

 

 番外地域整備課長。 

 

 再発防止につきましては、既にいちおう建物内への防水扉の設置も行って

おります。また排水用の中の水を抜く為の排水用ポンプもセンサーを付けて

ですね、水が入れば汲み出すというふうにしておりますので、今後につきま
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番外伊藤地

域整備課長 

 

議 長 

 

５番 

木村議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

番外伊藤地

域整備課長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

７番 

植田議員 

 

 

 

 

 

しては商用電力また非常用発電機、両方から電気を送ってですね有事の際は

どちらかが倒れても、どちらかで対応するというふうな状態にもっていって

ですね、断水が無いようポンプの稼働を最優先に行っていきたいと思ってお

りますので、よろしくお願いを致します。 

 

 はい、５番木村議員。 

 

 はい、そのパッキンですけど２年前の関係で新しくされたのですが、その

時にも今回もそれなりに水が入ってましたよね。当然ながらポンプを使った

し、この度の補修が必要だったと思うんですけど、そのパッキンの関係につ

いて再度、違うパッキン等をされたのか、という事をお聞きしたいなと思っ

ています。また水位によって水圧によってですね、また入る可能性のそのパ

ッキンはどの程度まで保つのかなと。だからギリギリ排水ポンプ、非常用ポ

ンプの水位の上まで上がってしまったら、当然、排水ポンプの上まで冠水す

れば無理だと思うんですけど、そこまで仮に水位が上がったとしてもこの度

の再発防止の部分でＯＫという事になっているんでしょうか。 

 

 番外伊藤地域整備課長。 

 

 防水扉のパッキンにつきましては、ちょっと外側からでは確認ができませ

んので、これにつきましては又、専門の業者の方にちょっと見ていただこう

というふうに考えております。あと水位の問題がいろいろとあろうかと思い

ます。何れにしましても私どもは極力、断水が無いように日々努めていかな

ければならないというふうに考えておりますので、一体的にですね又、ポン

プが必ず稼働出来るように対策の方は万全にしていきたいというふうに思

っております。 

 

 よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

はい、７番植田議員。 

 

 前回、浸かった時に防水、浸からないような事をしなさいという事を議会

からも言ったはずです。この度、このパッキンを入れて防水扉にして発電機

を付けてポンプを入れて、入れば汲み出すという設備をしたという事なんで

すが、要は稼働しなかったという事でしょ。その辺の原因、それからその対

策、それから今後そういう時にはきちんとした事前テスト、そういう事がさ
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議 長 

 

番外伊藤地

域整備課長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

    々 

 

 

 

    々 

 

 

  々 

 

 

    々 

 

    々 

 

  々 

 

 

れるようにちゃんと出来ていますか。 

 

 番外伊藤地域整備課長。 

 

 今回の教訓を踏まえまして、先ほど申し上げましたが非常用発電機からの

電力、また常時やっておられる商用電力、両方からもいくように今、対策を

行いましたので今後については、そのような事が無いというふうに確信をし

ております。対策は行っております。（「原因は分かったんですね。」議員

の声）原因は分かっております。はい。 

 

 他にありますか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

 質疑なしと認めます。質疑を終結致します。 

 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

 討論なしと認めます。討論を終結致します。 

 

 これより採決に入ります。 

 この採決は挙手により行います。 

 

「議案第４８号」に賛成の皆さんの挙手を求めます。 

 挙手「全員」であります。 

 

 よって、「議案第４８号」は、原案のとおり「承認」されました。 

 

 以上で、本日の議事日程は、全て終了致しました。 

 

 これをもって、令和２年第３回川本町議会臨時会を閉会を致します。 

                          （午後２時０８

分） 
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